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(百万円未満切捨て)

1. 平成23年３月期第２四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 2,429 △ 6.5 57 ― 17 ― 17 ―

22年３月期第２四半期 2,598 △27.0 △50 ― △111 ― △52 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 1,016.05 ―

22年３月期第２四半期 △2,998.87 ―

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第２四半期 3,952 936 23.7 53,232 00

22年３月期 5,278 927 17.6 52,675 05

(参考) 自己資本 23年３月期第２四半期 936百万円 22年３月期 927百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

23年３月期 ― 0 00

23年３月期(予想) ― 0 00 0 00

3. 平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,700 △14.5 160 ― 60 ― 50 ― 2,840 91

Administrator
新規スタンプ



  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期２Ｑ 18,276株 22年３月期 18,276株

② 期末自己株式数 23年３月期２Ｑ 676株 22年３月期 676株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期２Ｑ 17,600株 22年３月期２Ｑ 17,600株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期におけるわが国経済は、新興国経済の回復などにより緩やかな持ち直しが見られる一方、
欧米の通貨安基調に伴う円高傾向が加速し、依然として景気回復の本格化には至らない状況で推移いたし
ました。 
 住宅業界におきましても、住宅ローン減税の拡張や、住宅エコポイント制度の創設等の購入促進要因は
あるものの、依然として消費者のマンション購入意欲が停滞する中、当社におきましても厳しい状況で推
移いたしましたが、当第２四半期は販売も計画通りに推移し、経費の削減もほぼ計画通りに達成したこと
から、各段階利益は黒字化を果たしました。 
 このような環境下におきまして、当第２四半期は次のような結果となっております。 
  
①売上高     当第２四半期末における成約高は2,511百万円（前年同期は2,849百万円）と338   
               百万円減少し,そのうち顧客への引渡しが完了した金額は2,407百万円（前年同期は 
        2,580百万円）と173百万円減少しました。 
②営業利益     販売費及び一般管理費が235百万円（前年同期は368百万円）と132百万円減少しま 
        した。その結果、営業利益は57百万円（前年同期は営業損失50百万円）となり108 
        百万円増加しました。 
③経常利益    借入金の減少に伴い支払利息が前年同期と比較し21百万円減少した事等により、経 
        常利益は17百万円（前年同期は経常損失111百万円）となり128百万円増加しまし 
        た。 
④四半期純利益 当第２四半期に大きな影響を与える特別損益の計上はなく、第２四半期純利益は17 
        百万円（前年同期は四半期純損失52百万円）となり70百万円増加しました。 
  今後も販売力の強化と経費の削減を更に推進し、業績の向上に努めて参りたいと考えております。 

  

  

総資産は前事業年度末に比べ1,325百万円減少しました。主に販売用不動産の減少700百万円及び仕掛販
売用不動産の減少606百万円によるものです。また、負債の減少1,335百万円は、主に買掛金の減少374百
万円及び借入金の減少918百万円によるものです。  
また、営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、たな卸資産の減少等により910百万円( 

前年同期は953百万円）となっております。また、投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、
大きな変動要因はなく、2百万円（前年同期は136百万円）となっております。そして、財務活動によるキ
ャッシュ・フローにつきましては借入金の返済による支出等により、△918百万円（前年同期は△1,198百
万円）となっております。 
 この結果、現金及び現金同等物の当第２四半期会計期間末の残高は、65百万円（前年同期は92百万円）
となっております。 
  

今後の見通しにつきましては、契約・引渡状況の推移及び販売費及び一般管理費等の発生状況も計画

通りに推移しており、平成22年８月11日に発表いたしました業績予想に変更はありません。 

  

  

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報

(3) 業績予想に関する定性的情報
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①固定資産の減価償却費の算定方法 

  固定資産の取得、売却または除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間 

  按分して算定しております。 

   なお、定率法を採用している資産については、会計年度に係る減価償却費の額を期間按分し 

  て算定する方法によっております。 

②税金費用の算定方法 

  経営環境に著しい変化が生じておらず、かつ、一時差異等の発生状況について前年度末から 

  大幅な変動がないと認められるため、繰延税金資産の回収可能性の判断にあたり、前年度末の  

  検討において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用しております。 

  

会計処理基準に関する事項 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

  当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成 

 20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21 

 号 平成20年３月31日）を適用しております。これによる損益に与える影響はありません。 

  

 当社は、最近におけるマンション市況悪化の影響を受け、前会計年度まで継続的に営業損失を 

 計上しておりましたが、このような状況下においても当第２四半期累計期間においては57百万円 

 の営業利益を計上いたしました。しかしながら今後のマンション需要回復の不透明性が当社の資 

 金繰りに影響を及ぼす可能性があり、継続企業の前提に重要な疑義が存在しております。 

  当社はこのような状況を解消するため、事業の再構築を図るべく計画を策定し、この計画に基 

 づく対応策の一環として住宅エコポイント制度の対象となるマンションを当下半期に２棟（55 

 戸）完成させる計画でありますが、マンション需要の回復や金融機関の支援などに依存してお 

 り、なお継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 109,367 112,582

売掛金 14,105 15,291

販売用不動産 1,550,744 2,250,795

仕掛販売用不動産 1,027,160 1,633,619

貯蔵品 1,422 1,682

その他 21,707 11,475

貸倒引当金 △1,400 △1,400

流動資産合計 2,723,108 4,024,047

固定資産

有形固定資産 1,054,101 1,062,834

無形固定資産 2,963 2,963

投資その他の資産 233,266 249,557

貸倒引当金 △60,800 △60,800

固定資産合計 1,229,530 1,254,555

資産合計 3,952,639 5,278,602

負債の部

流動負債

買掛金 136,561 511,297

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

短期借入金 1,649,570 2,106,600

1年内返済予定の長期借入金 440,292 924,004

その他 79,146 118,978

流動負債合計 2,405,570 3,760,879

固定負債

社債 300,000 300,000

長期借入金 259,480 237,258

退職給付引当金 43,220 43,183

その他 7,485 10,201

固定負債合計 610,185 590,642

負債合計 3,015,755 4,351,522
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,017,995 1,017,995

資本剰余金 － 332,803

利益剰余金 6,345 △344,340

自己株式 △83,211 △83,211

株主資本合計 941,128 923,246

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4,245 3,834

純資産合計 936,883 927,080

負債純資産合計 3,952,639 5,278,602
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(2) 四半期損益計算書

【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 2,598,689 2,429,439

売上原価 2,280,804 2,135,951

売上総利益 317,884 293,487

販売費及び一般管理費

役員報酬 22,935 16,260

給料及び手当 100,152 68,606

その他の人件費 16,222 12,914

退職給付費用 5,152 1,992

販売手数料 12,515 6,939

減価償却費 12,000 2,974

租税公課 36,759 18,298

広告宣伝費 99,128 61,163

支払手数料 14,236 12,717

その他 49,222 33,812

販売費及び一般管理費合計 368,323 235,679

営業利益又は営業損失（△） △50,439 57,808

営業外収益

受取配当金 1,349 1,285

その他 964 393

営業外収益合計 2,313 1,679

営業外費用

支払利息 59,930 38,425

社債利息 3,457 2,835

雑損失 － 861

営業外費用合計 63,387 42,122

経常利益又は経常損失（△） △111,513 17,365

特別利益

固定資産売却益 262 －

投資有価証券売却益 61,691 863

特別利益合計 61,953 863

特別損失

固定資産除却損 3,114 346

固定資産売却損 105 －

特別損失合計 3,219 346

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △52,780 17,882

四半期純利益又は四半期純損失（△） △52,780 17,882
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△52,780 17,882

減価償却費 12,000 8,400

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,482 37

受取利息及び受取配当金 △1,390 △1,292

支払利息及び社債利息 63,387 41,260

有形固定資産除却損 3,114 346

有形固定資産売却損益（△は益） △157 －

投資有価証券売却損益（△は益） △61,691 △863

売上債権の増減額（△は増加） 11,248 1,185

たな卸資産の増減額（△は増加） 966,490 1,306,770

前払費用の増減額（△は増加） 67 △6

仕入債務の増減額（△は減少） 52,229 △374,735

未払金の増減額（△は減少） △17,673 △17,148

未払費用の増減額（△は減少） △836 1,778

前受金の増減額（△は減少） 4,069 1,863

その他 34,925 △37,324

小計 1,015,485 948,153

利息及び配当金の受取額 1,390 1,292

利息の支払額 △61,275 △37,115

法人税等の支払額 △2,310 △1,387

営業活動によるキャッシュ・フロー 953,290 910,943

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △22,136 △12,000

定期預金の払戻による収入 20,241 10,131

有形固定資産の売却による収入 51,440 －

投資有価証券の取得による支出 △104 △2,863

投資有価証券の売却による収入 93,864 4,031

差入保証金の差入による支出 △3,580 －

差入保証金の回収による収入 45 3,520

その他 △3,000 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー 136,769 2,806
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,150,000 714,000

短期借入金の返済による支出 △1,520,000 △1,171,030

長期借入れによる収入 250,000 132,000

長期借入金の返済による支出 △1,029,540 △593,490

社債の償還による支出 △48,000 －

自己株式の取得による支出 △454 －

配当金の支払額 △599 △313

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,198,594 △918,833

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △108,533 △5,083

現金及び現金同等物の期首残高 200,837 70,450

現金及び現金同等物の四半期末残高 92,303 65,367
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当社は、最近におけるマンション市況悪化の影響を受け、前会計年度まで継続的に営業損失を計上し

ておりましたが、このような状況下においても当第２四半期累計期間においては57百万円の営業利益を

計上いたしました。しかしながら今後のマンション需要回復の不透明性が当社の資金繰りに影響を及ぼ

す可能性があり、継続企業の前提に重要な疑義が存在しております。 

 当社はこのような状況を解消するため、事業の再構築を図るべく計画を策定いたしました。 

 その主な内容は以下のとおりであります。 

 １. 本社および支店の統廃合は終了し、また遊休資産の処分、人員の適正化についても最終段階 

   に入ってきており、その結果販売費及び一般管理費の金額も大幅に減少しております。 

 ２. 当社社員による販売体制を強化し、広告宣伝費や販売手数料を含む全ての項目に亘ってコス 

   トダウンを図ります。 

 ３. 顧客のニーズにあった商品企画を徹底しコスト増なく好まれる物件開発を行います。 

 ４. 過度な仕入先行を行わず経営の効率化・スリム化を果たします。 

 ５. 金融機関との良好な関係を継続して維持することにより、今後の販売状況から生ずる資金需 

   要に応じた支援を得られるように致します。 

 なお、この計画に基づく対応策は現在進行中でありその一環として当下半期において住宅エコポ 

 イント制度の対象となるマンションを２棟（55戸）完成させる計画でありますが、マンション需 

 要の回復や金融機関支援などに依存しており、なお継続企業の前提に関する重要な不確実性が認 

 められます。 

 四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を反映してお

りません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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